
北
海
道
医
労
連
は
、
物
価
高
と

低
賃
金
の
「
二
重
苦
」
に
喘
ぐ
現

場
の
リ
ア
ル
を
訴
え
、
診
療
報
酬

・
介
護
報
酬
の
更
な
る
上
積
み
を

求
め
て
、
北
海
道
財
務
局
前
で
宣

伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
北
海

道
医
労
連
の
濱
谷

和
子
委
員
長
は
、

医
療
機
関
の
倒
産

・
休
廃
業
が
過
去

最
多
件
数
を
更
新

し
た
こ
と
を
あ

げ
、
「
今
改
定
率

で
は
、
民
間
賃
上

げ
や
物
価
高
騰
に

対
し
あ
ま
り
に
無

力
」
と
指
摘
。
介

護
現
場
か
ら
は
、

「
他
産
業
平
均
と

の
賃
金
格
差
が
つ

い
に
10
万
円
を
超

え
、
夜
勤
回
数
を

増
や
し
て
な
ん
と
か
生
活
を
維
持

さ
せ
て
い
る
」
と
悲
痛
な
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

山
形
県
医
労
連
で
は
、
4
月
8

日
に
第
2
次
い
っ
せ
い
団
交
を
設

定
し
て
7
単
組
が
実
施
し
、
翌
9

日
に
は
県
内
で
終
日
行
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
5
単
組
が
2
時
間
ス

ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
4
単
組
20

人
が
山
形
駅
前
で
署
名
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
「
報
酬
10

％
引
き
上
げ
」
を
求
め
て
8
人
で

県
要
請
を
実
施
し
、
県
担
当
者
か

ら
は
国
へ
の
要
望
を
行
う
旨
の
回

答
を
得
ま
し
た
。
夕
方
に
開
催
し

た
決
起
集
会
に
は
6
単
組
33
人
が

参
加
し
、
次
回
交
渉
で
大
幅
な
上

積
み
回
答
を
引
き
出
す
意
思
統
一

を
行
っ
た
後
、
街
頭
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
行
動
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
東

京
春
闘
共
闘
会
議
・
東
京
地
評
主

催
の
「
4
・
9
最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク

シ
ョ
ン
」
に
合
流
し
、
厚
労
省
前

集
会
と
国
会
請
願
デ
モ
を
実
施
。

現
場
か
ら
は
過
酷
な
現
場
実
態
を

報
告
し
な
が
ら
、
仕
事
や
責
任
に

見
合
う
賃
金
が
得
ら
れ
て
い
な
い

と
訴
え
、
基
本
報
酬
引
き
上
げ
を

求
め
ま
し
た
。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
2
全
国

組
合
2
府
5
県
46
人
が
結
集
し
、

近
畿
財
務
局
へ
の
要
請
行
動
と
2

カ
所
で
街
頭
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
現
場
か
ら
は
、
人
手
不
足
で

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
や
心
電
図
ア
ラ
ー

ム
に
も
十
分
に
対
応
し
き
れ
ず
、

患
者
に
し
わ
寄
せ
が
及
ん
で
い
る

こ
と
へ
の
葛
藤
が
述
べ
ら
れ
、
人

員
増
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

回
答
集
計
状
況

4
月
21
日
時
点
で
の
回
答
状
況

は
2
0
2
組
合
が
回
答
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
交
渉
継

続
中
で
す
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
回
答

は
55
組
合（
昨
年
同
時
期
39
組

合
）
、
回
答
額
平
均
は
4
9
3
3

円
、
率
は
1
・
93
％（
同
2
7
0
2

円
、2
・
07
％
）で
す
。昨
年
最
終
3

0
6
9
円
（
1
・
93
％
）
と
比
較
す

る
と
、
金
額
は
上
回
り
ま
し
た
が

率
は
同
じ
で
す
。
基
本
給
（
定
昇

込
）
で
は
5
7
3
3
円
（
昨
年
最

終
5
3
2
9
円
）、全
体（
手
当
込
）

6
8
0
1
円
（
同
5
8
3
0
円
）

で
、
賃
上
げ
が
す
す
ま
な
か
っ
た

昨
年
最
終
は
上
回
り
つ
つ
も
、
財

源
が
示
さ
れ
て
い
る
今
春
闘
の
背

景
を
鑑
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い

回
答
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

定
昇
を
含
む
パ
ー
ト
の
賃
上
げ

回
答
は
、
35
組
合
（
昨
年
同
時
期

30
組
合
）
で
し
た
。
賃
上
げ
額
は

平
均
42
円
（
昨
年
最
終
32
円
）
で

昨
年
の
引
き
上
げ
額
を
上
回
っ
て

い
ま
す
が
、最
高
額
1
6
0
円（
同

2
3
0
円
）
は
昨
年
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

補
正
予
算

同
日
時
点
の
補
正
予
算
の
申
請

状
況
は
、
「
申
請
し
た
」
と
回
答

が
あ
っ
た
の
は
1
4
1
組
合
で
、

「
12
月
〜
3
月
分
を
一
時
金
と
し

て
分
配
」
と
回
答
し
た
の
は
88
組

合
で
し
た
。
4
月
・
5
月
も
含
め

て
金
額
の
提
示
が
あ
っ
た
の
は
96

組
合
・
合
計
額
平
均
4
万
4
8
4

6
円
、
各
月
配
分
平
均
7
4
7
4

円
で
し
た
。
6
月
以
降
の
回
答
は

11
組
合
・
合
計
額
平
均
8
4
1
4

円
で
、
ま
だ
ま
だ
対
応
は
示
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

4
月
9
日
、
厚
労
記
者
会
に

て
、
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
に

さ
ら
な
る
対
策
を
求
め
る
記
者

会
見
を
行
い
ま
し
た
。

会
見
冒
頭
、
佐
々
木
悦
子
中

央
執
行
委
員
長
は
春
闘
の
状
況

に
つ
い
て
、
報
酬
改
定
を
受
け

て
も
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
は

ほ
ぼ
進
ん
で
い
な
い
と
報
告
。

人
材
流
出
を
止
め
る
た
め
に

も
、
さ
ら
な
る
報
酬
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
と
強
調
し
、
広
く

現
場
の
実
態
が
報
道
さ
れ
る
よ

う
取
材
陣
に
求
め
ま
し
た
。

現
場
か
ら
の
訴
え
で
は
、
東

京
医
労
連
加
盟
組
織
の
訪
問
看

護
師
が
、
自
身
の
勤
務
す
る
法

人
で
一
時
金
削
減
と
労
働
時
間

延
長
が
強
行
さ
れ
た
結
果
、
半

年
間
で
職
員
が
60
人
退
職
し
た

実
態
を
告
発
。
ま
た
、
ベ
ア
評

価
料
が
手
当
と
し
て
支
給
さ
れ

て
い
る
た
め
、
働
く
場
所
に
よ

り
同
じ
職
種
で
も
賃
金
格
差
が

生
ま
れ
、
職
員
間
の
分
断
が
起

き
て
い
る
と
指
摘
し
、
基
本
給

で
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
人
手
不
足
の
影
響
と
し
て
、

病
棟
で
は
夜
勤
帯
で
あ
る
朝
・

夜
の
食
事
配
膳
が
時
間
内
に
終

わ
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
、
患

者
に
し
わ
寄
せ
が
き
て
い
る
と

訴
え
ま
し
た
。

東
京
医
労
連
の
松
崎
実
和
書

記
次
長
は
東
京
都
内
の
賃
上
げ

状
況
に
つ
い
て
、
報
酬
改
定
が

不
十
分
な
た
め
、
ベ
ア
回
答
拒

否
や
保
留
が
相
次
い
で
い
る
と

報
告
。
現
場
は
人
手
不
足
に
よ

り
も
は
や
医
療
崩
壊
・
介
護
崩

壊
で
あ
る
と
指
摘
し
、
基
本
報

酬
の
引
き
上
げ
で
人
材
流
出
が

必
須
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

戦
争
の
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
す
る
た

び
、
真
っ
先
に
思

い
浮
か
ぶ
の
は
、

戦
地
で
立
ち
尽
く

す
子
ど
も
た
ち
の

姿
で
あ
る
。
社
会

や
親
の
庇
護
を
受
け
可
能
性
を
追

い
求
め
る
権
利
は
、
世
界
中
の
す

べ
て
の
子
ど
も
に
等
し
く
与
え
ら

れ
て
い
る
。
だ
が
、
為
政
者
が
己

の
欲
を
満
た
す
た
め
に
放
つ
銃
弾

は
、
溢
れ
る
夢
を
一
瞬
に
し
て
奪

い
去
る
。
理
不
尽
に
奪
わ
れ
た
命

と
未
来
は
、
誰
に
も
取
り
戻
せ
な

い
▼
日
本
は
そ
の
惨
禍
が
骨
身
に

染
み
た
か
ら
こ
そ
、
憲
法
前
文
に

「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、

（
中
略
）
国
際
社
会
に
お
い
て
、

名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思

う
」
と
謳
っ
た
。
第
九
は
そ
の
具

体
化
で
あ
る
▼
な
ら
ば
、
他
国
の

大
統
領
を
拉
致
し
、
病
院
や
学
校

を
躊
躇
な
く
爆
撃
し
て
自
身
の
意

向
を
押
し
通
そ
う
と
す
る
傲
慢
で

常
軌
を
逸
し
た
同
盟
国
の
指
導
者

に
対
し
て
、
政
府
が
と
る
べ
き
態

度
は
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
際
法
に
基
づ
く
厳
正
な
批
判
を

行
い
、
憲
法
に
則
っ
て
戦
争
に
加

担
せ
ず
、
終
結
に
向
け
た
説
得
を

尽
く
す
こ
と
で
あ
る
▼
欧
州
を
中

心
に
此
度
の
戦
争
へ
加
担
を
拒
む

国
が
現
れ
て
い
る
。
軍
事
力
を
盾

に
し
た
世
界
経
済
か
ら
の
脱
却
を

ほ
の
か
に
期
待
す
る
が
、
同
時
に

戦
火
の
拡
大
も
懸
念
さ
れ
る
局
面

が
続
く
。
と
も
あ
れ
、
日
本
政
府

が
国
際
社
会
に
お
い
て
名
誉
あ
る

地
位
を
得
る
た
め
に
残
さ
れ
た
時

間
は
あ
ま
り
な
い
▼
暖
か
い
家
と

食
事
に
恵
ま
れ
、安
心
し
て
学
び
、

溌
溂
と
生
き
る
子
ど
も
た
ち
こ
そ

未
来
で
あ
る
。
瓦
礫
の
中
に
あ
る

感
情
を
失
っ
た
瞳
を
こ
れ
以
上
増

や
し
て
は
な
ら
な
い
。

〈賃上げ回答状況（単純平均）〉 4月21日現在

基本給（定昇込）
率

2．14％
3．23％

国民春闘共闘は4月9日現在

額
5，733円
9，060円

日本医労連
国民春闘共闘

報酬引き上げ必要

２６春闘

―人材流出止める賃上げを―

ベ
ア
ま
だ
す
す
ま
ず

記者会見の様子

基本給（定昇込）
平均５，７３３円（２．１４％）

２０２組合に回答
4．9第二次統一行動
要求実現に向けて要求実現に向けて要求実現に向けて

４
月
９
日
は
２６
春
闘
第
２
次
統
一
行
動
日
で
し
た
。
ご
報
告
い
た
だ

い
た
様
々
な
行
動
の
中
か
ら
、
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

山形の対県要請行動の様子

京都民報Web4月11日より転載
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●
今
年
は
雪
解
け
が
早
く
、
訪
問

先
の
お
庭
に
ク
ロ
ッ
カ
ス
が
咲
い

て
い
る
の
を
見
つ
け
て
「
も
う
春

だ
！
」
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

桜
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
前

頃
で
す
が
今
年
こ
そ
お
花
見
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
・
高
杉

由
喜
子
）

●
新
歓
に
向
け
て
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
い
つ
も
こ
の
季
節
は

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま

す
。
執
行
部
が
協
力
し
合
い
、
力

を
集
結
す
る
こ
と
で
、
1
0
0
％

加
入
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
ど
き

の
若
者
は
掴
み
に
く
い
で
す
が
、

1
0
0
％
加
入
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
！

（
静
岡
・
く
ま
さ
ん
）

●
新
入
職
員
が
入
っ
て
来
ま
し

た
。
新
歓
行
事
、
メ
ー
デ
ー
に
誘

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
京
都
・
鞆
岡

風
真
）

●
診
療
報
酬
改
定
で
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
加
算
の
拡
充
は
プ
ラ
ス
話

題
で
す
が
、
患
者
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
や
は
り
気
に
な
り
ま
す
ね

…
。
（
愛
知
・
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
）

●
世
界
情
勢
が
不
安
定
で
色
々
な

不
安
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
当
た
り

前
の
生
活
が
で
き
て
い
る
事
に
幸

せ
を
感
じ
、
感
謝
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。

（
秋
田
・
匿
名
）

●
値
上
げ
値
上
げ
で
経
営
が
苦
し

す
ぎ
ま
す
！（

岩
手
・
る
ー
べ
ん
）

2026年2月28日、千里 LC
健診センターに「関西労働保
健協会労働組合」が結成され、
大阪医労連に加盟となりまし
た。
千里 LC 健診センターで

は、労働者に丁寧な説明がな
い中で健診収入の減少を理由
に一時金が減額されるなど、

不透明な経営姿勢やハラスメントに対しても十分な対応がされない状態が
続いていました。2人の職員から、労働者の声を無視した経営姿勢に対し、
将来展望に不安を抱えて職員が離職していくことへの懸念があることな
ど、労働組合の結成について大阪医労連に相談がありました。その後、労働
組合結成に賛同したもう1人を加え、労働組合の結成の具体化を図るため
の打ち合わせを繰り返しました。
労働組合結成後は、具体的な法人の経営状況や中長期計画などの明示、労

働するための根本となる賃金・労働条件について、労働者無視の経営姿勢を
正し、職員が将来展望をわかったうえで働き続けることができる職場づく
りを目指すことを確認し、そのことに基づく要求書を作成しました。労働
組合結成通知と団体交渉の申し入れを行い、団体交渉を行いました。賃金
・労働条件の向上・職場環境の改善で医療労働者の地位向上をめざします。

【パズル解答】1871号の答えは「カフンシヨ
ウ」でした。正解者の中から抽選でクオカー
ドを贈呈します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③
氏名、④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を
5/21（木）までにご応募ください。「読者の
ページ」もご寄稿下さい。
【応募先】
〒110‒0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」
FAX：03-3875-6270
E-mail：kyosen@irouren.or.jp

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

の
業
務
・
事
故
受
付
に
つ

い
て
、
各
労
働
組
合
・
支

部
宛
に
発
文
書
を
お
送
り

し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
の

中
身
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

休
業
日
に
つ
い
て

5
月
1
日
（
金
）
は
メ

ー
デ
ー
の
た
め
事
務
所
不

在
と
な
り
ま
す
。
5
月
2

日（
土
）〜
5
月
6
日（
水
）

は
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

火
災
事
故
の
受
付

早
急
に
修
理
が
必
要
で

査
定
を
希
望
す
る
場
合
の

み
、
住
宅
災
害
損
害
査
定

セ
ン
タ
ー
（
0
3
―
3
3

6
6
―
7
9
0
8
）
で
対

応
し
ま
す
。

自
動
車
事
故
の
受
付

各
地
域
の
自
動
車
共
済

協
同
組
合
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
北
海
道

0
1
2
0
―

2
5
2
―
9
2
4

◎
東

北

0
1
2
0
―

2
4
6
―
2
5
0

◎
関

東

0
1
2
0
―

8
9
8
―
8
1
9

◎
中

部

0
1
2
0
―

3
6
5
―
6
2
5

◎
西
日
本

0
1
2
0
―

2
4
2
―
3
6
5

＊
故
障
等
で
走
行
不
能
の

場
合
、
自
動
車
共
済
ロ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
専
用
デ
ス
ク

（
0
1
2
0
―
8
0
6
―

3
2
4
）
へ

映
画
で
描
か
れ
た
看
護
師
の

労
働
実
態

先
日
、
ベ
ル
リ
ン
国
際
映

画
祭
で
批
評
家
に
絶
賛
さ

れ
、
本
国
ス
イ
ス
で
大
ヒ
ッ

ト
と
な
っ
た
映
画
、
「
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
」
を
観
て
き
ま
し

た
。
と
あ
る
看
護
師
の
、
遅

番
シ
フ
ト
（
お
そ
ら
く
準
夜

勤
務
）
で
の
出
来
事
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
映
画

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
「
驚

異
的
な
没
入
感
。
気
づ
け
ば

あ
な
た
も
こ
こ
に
い
る
」
の

通
り
、
ま
る
で
自
分
が
主
人

公
の
看
護
師
と
な
り
、
焦
り

と
緊
張
の
な
か
で
業
務
に
追

わ
れ
る
感
覚
に
な
っ
た
90
分

で
し
た
。
私
も
看
護
師
な
の

で
、
一
層
そ
の
よ
う
に
感
じ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

舞
台
は
ス
イ
ス
の
民
間
病

院
で
、
25
床
3
人
体
制
の
遅

出
シ
フ
ト
で
す
が
、
急
に
1

人
が
体
調
不
良
で
休
み
、
2

人
で
患
者
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
8

時
間
勤
務
（
夜
間
に
次
の
勤

務
者
と
交
替
し
て
い
た
の
で

お
そ
ら
く
8
時
間
前
後
）
の

間
に
、
患
者
の
手
術
出
し
と

検
査
出
し
を
行
い
、
手
術
後

の
患
者
を
受
け
入
れ
、
入
院

も
受
け
入
れ
、
そ
の
間
に
痛

み
を
訴
え
る
患
者
に
鎮
痛
剤

を
投
与
し
、
せ
ん
妄
状
態
の

患
者
を
落
ち
着
か
せ
る
な
ど

目
ま
ぐ
る
し
く
対
応
し
ま

す
。
さ
ら
に
無
断
で
家
に
帰

っ
て
し
ま
っ
た
患
者
、
酸
素

ボ
ン
ベ
を
引
き
ず
っ
て
ベ
ラ

ン
ダ
で
煙
草
を
吸
う
患
者
、

「
お
茶
を
要
求
し
て
い
る
の

に
す
ぐ
に
持
っ
て
こ
な
い
、

い
つ
ま
で
待
っ
て
も
看
護
師

が
来
な
い
」
と
罵
声
を
浴
び

せ
る
患
者
へ
の
対
応
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
挙
句
の
果

て
に
は
患
者
が
急
変
し
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族

に
は
、
看
護
師
が
早
く
様
子

を
見
に
来
て
く
れ
て
い
れ
ば

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ

た
と
責
め
ら
れ
、
主
人
公
は

と
う
と
う
泣
き
崩
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
患
者
に
寄
り
添
い
、
誠
実

に
対
応
す
る
主
人
公
に
患
者

た
ち
は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
ま
す
。
そ
の
患
者
た
ち
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
主
人
公

は
明
日
も
ま
た
職
場
で
奮
闘

す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
は
、

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
ス
イ

ス
で
3
万
人
の
看
護
師
が
不

足
す
る
、
2
0
3
0
年
ま
で

に
世
界
で
1
3
0
0
万
人
の

看
護
師
が
不
足
す
る
」
と
い

う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
警
鐘
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

患
者
の
た
め
に
た
た
か
う
看

護
師
た
ち

こ
の
映
画
に
も
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
看
護
師
は
、

人
手
不
足
に
よ
り
過
酷
な
働

き
方
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
医
療
現
場
は
看
護
師
た

ち
の
責
任
感
と
使
命
感
で
支

え
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す

る
た
め
、
世
界
の
看
護
師
た

ち
は
、患
者
を
守
る
た
め
に
、

手
厚
い
人
員
配
置
と
看
護
師

が
働
き
続
け
ら
れ
る
賃
金
の

引
き
上
げ
、
労
働
環
境
の
改

善
を
求
め
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
1
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
3
大
病
院
チ
ェ
ー
ン

の
看
護
師
1
万
5
千
人
が
賃

上
げ
や
職
員
不
足
の
解
消
な

ど
を
求
め
、
41
日
間
に
わ
た

る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打
ち
抜
き

要
求
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

3
月
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
、

患
者
対
看
護
師
比
率
5
対
1

の
制
度
化
や
医
師
の
増
員
を

求
め
、
1
4
5
の
医
療
機
関

の
約
6
万
人
の
労
働
組
合
員

が
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
に

突
入
し
ま
し
た
。

黙
っ
て
い
て
は
改
善
し
な
い

私
た
ち
の
運
動
が
政
府
を

動
か
し
、
不
十
分
な
が
ら
も

医
療
・
介
護
労
働
者
の
賃
上

げ
に
つ
な
が
る
措
置
や
報
酬

改
定
を
実
現
し
ま
し
た
が
、

26
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闘
回
答
を
み
る
と
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
政
府
が
措
置
を
講
じ
て

も
、
当
事
者
で
あ
る
労
働
者

が
要
求
し
、
た
た
か
わ
な
け

れ
ば
賃
上
げ
は
実
現
し
ま
せ

ん
。
夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員

も
ま
た
然
り
で
す
。
国
会
請

願
署
名
は
私
た
ち
の
声
そ
の

も
の
で
す
。
夜
勤
規
制
・
大

幅
増
員
署
名
を
大
き
く
積
み

上
げ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の

要
求
を
実
現
す
る
鍵
と
な
り

ま
す
。
大
幅
賃
上
げ
・
大
幅

増
員
を
実
現
す
る
た
め
、
世

界
で
た
た
か
う
仲
間
に
連
帯

し
、
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

佐
々
木
悦
子

患者のため 自分たちのため たちあがろう

関西労働保健協会
労働組合

大阪医労連

ゴールデンウイークの業務・受付について


